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「保物セミナー 2009」印象記

荻　野　晴　之*1

1.　は じ め に

保物セミナー 2009は，平成 21年 10月 29日と 30日
の 2日間，辻本忠実行委員長（（財）電子科学研究所）
のもと，大阪科学技術センターにおいて開催された。本
セミナーは，かつては京都大学原子炉実験所の専門研究
会（熊取セミナー）として実施されていたものであり，
実行委員会形式に生まれ変わって今回が 12回目であり，
熊取セミナー時代から数えると通算 31回目の開催で
あった。（第 1図）
今年のテーマは，「電磁界の健康影響について」，「最
新機器の開発動向」，「保健物理のこれから」，「医療被ば
くに注目して」であった。また，原子力安全委員会委員
の久住静代氏と文部科学省放射線規制室長の中矢隆夫氏
よる特別講演も行われた。
本稿は，各テーマにおける発表概要を紹介し，最後に
所感を述べ，印象記とさせていただきたい。

2.　テーマ 1「電磁界の健康影響について」

本セッションは，電磁界（EMF）に関する調査研究
委員会の企画行事であり，山本幸佳氏（大阪大学）を座
長として行われた。
大久保千代次氏（電磁界情報センター）は，基調講演

「WHO（世界保健機関）による商用周波磁界のリスク評
価」の中で，WHOが 2007年 6月に発表した Fact Sheet

No. 322「超低周波の電界及び磁界へのばく露」の内容
に基づいて，①一般環境レベルでは本質的な健康上の論
点はないこと，②国際がん研究機関（IARC）は，超低
周波磁界を「ヒトに対して発がん性があるかもしれな
い」と分類したこと，③疫学的証拠は，潜在的な選択バ
イアス等の問題があること，④大多数の動物研究では影
響は示されていないこと，⑤がん進展に関する，受け入
れられている生物物理学的メカニズムはないこと，がそ
れぞれ述べられた。また，同氏は最後に，過去 30年間
に電磁界の生物学的影響と医学的応用に関する論文が約
25,000編発表され，多くの科学的知見が集約されている
が，これまでの証拠を見る限り，低レベルの電磁界ばく
露から引き起こされるどの様な健康影響の存在もWHO

は確認していない，とまとめられた。
竹下達也氏（和歌山県立医科大学）は，講演「疫学に
ついて」の中で，①超低周波数電磁界と小児白血病リス
クとの関係についての精度の高い疫学研究の実施は，小
児白血病の発生頻度が低いため，困難であること，②世
界各国において精力的に疫学研究が行われてきたが，十
分なサンプル数に基づく研究成果は出し得ていないこ
と，③プール解析において相対リスクが 2.0といっても，
「限定的な証拠」としか見なせないこと，④疫学研究の
結果を統計学的に解釈するためには，サンプル数の持つ
意味や，検定・推定（信頼区間）の考え方の理解が望ま
れること，について説明された。さらに，同氏は，リス
クコミュニケーションを進めるためには，義務教育段階
あるいは高等学校における教育において，疫学及び統計
学の基本的理解を推進することが重要であり，また，国
民に分かりやすく研究結果及びその解釈を伝えるサイエ
ンスライターのような職種の育成を推進する必要がある
ことも述べられた。
原純一氏（大阪市立総合医療センター）は，講演「小
児白血病について」の中で，①白血病は転座を主とする
遺伝子異常によって発症すること，②白血病は素因と環
境因子（経胎盤，生後のばく露）が合わさって発症する
こと，③白血病は，誘因となる環境因子が最終的に遺伝
子変異をもたらさない限り，発症しないこと，④成人が
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第 1図　辻本忠実行委員長による開会の挨拶
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んと同様に環境因子が誘因と考えられるが，発生頻度が
低いためその解明が難しいこと，⑤疫学研究の国家プロ
ジェクトが米国で進行中であること，⑥白血病は予防可
能な疾患ではないかとの考え方が広がりつつあること，
が述べられた。

3.　テーマ 2「最新機器の開発動向」

本セッションは，放射線に関する最新機器の開発動向
について，各社が持ち時間の範囲内で自由に報告を行っ
た。参加された企業は，EMFジャパン（株），（株）千
代田テクノル，テクノヒル（株），東電環境エンジニア
リング（株），長瀬ランダウア（株），（株）日本環境調
査研究所，（株）ビームセンス，（株）ワカイダ・エンジ
ニアリング，富士電機システムズ（株）であり，各社が
10分程度のプレゼンテーションを行った。
その中でも個人的に興味深かったのは，東電環境エン
ジニアリング（株）が開発された「透明・ノンハロゲン・
難燃シート」であった。同製品は，中越沖地震による所
内変圧器火災発生を受けて開発されたものであり，安全
確保や環境負荷の両面で優れており，クリーンハウスの
窓部や天井部，点検対象機器や制御盤の養生など，今後
の原子力発電所における火災発生防止対策としての活躍
が期待されるものであった。

4.　特別講演 1「安全規制状況と規制の動向について」

文部科学省科学技術・学術政策局原子力安全課放射線
規制室長の中矢隆夫氏より，「安全規制状況と規制の動
向について」と題した特別講演が，飯田敏行氏（大阪大
学）を座長として行われた。
同氏は，規制の動向について，①記帳と管理状況報告
書の見直し，②表示付認証機器の手続きの変更，③合併・
分割の認可，④廃止措置確認の強化，⑤ ICRP新勧告取
り入れの検討状況，⑥放射線源登録管理制度の運用開始，
⑦放射線障害防止法におけるクリアランス法制度化に係
る検討状況，⑧最近の法令報告事象等の傾向と注意点，
についてそれぞれ紹介された。
クリアランス法制度化については，同法案を来年（2010

年）の通常国会に提出する予定であることを述べ，クリ
アランス対象物は，放射性固体廃棄物（コンクリート，
金属，可燃物（焼却灰）等）であり，原子炉規制法と同
じく，測定及び評価方法等の認可制度や，測定及び評価
結果の確認制度を創設する考えを示された。また，「陽
電子断層撮影に伴い発生する汚染物を汚染物でないとす
る制度」については，クリアランス制度導入後も，従前

どおり，別の制度として運用する方針であることを明ら
かにされた。

5.　テーマ 3「保健物理のこれから」

本セッションは，「保健物理」を様々な角度から見る
ことで，保健物理の将来を考えることを目的として，占
部逸正氏（福山大学）を座長として行われた。
辻本忠氏は，講演「これまでの保健物理」の中で，①
保健物理とは実学であり，原子力の中にどっぷりと浸か
る必要があること，②保健物理に関連する学会として，
日本保健物理学会，日本放射線安全管理学会，放射線取
扱主任者部会等の同様の組織が複数あること，③昭和
40年頃の日本原子力研究所は，職員約 2,000名のうち約
200人が保健物理部であり，保健物理の重要性を最重視
していたこと，④保健物理研究センター設立の必要性，
について説明された上で，保健物理は原子力の中心的存
在であり，原子力のこれからの発展は保健物理の活動な
くしてはあり得ない，と強調された。
杉浦紳之氏（近畿大学）は，講演「これからの保健物理」
の中で，日本保健物理学会企画委員会主催シンポジウム
「保健物理の将来を考える」（平成 12年 10月開催）で認
識された課題と現状を照らし合わした結果，すでに取り
組みが進んだ課題としては，インターネットの活用や他
学会との積極的な交流があり，現在も取り組み中である
課題には，若手研や学友会のような若い世代の育成や，
学会誌「保健物理」の数や質の向上があり，まだ手が付
いていない課題には，会員数の減少があること，を報告
された。また，保健物理学会が取り組む学問領域を示さ
れた上で，将来に向けて何より大事と思うこととして，
①学会とは同じ活動の目的を持つ人の集まりであるこ
と，②その目的とは「保健物理」であること，③保健物
理とは現実に根ざした実学であるため，テーマはトピッ
クス的に流動し，範囲は決められないこと，にそれぞれ
注意する必要があると述べられた。同氏は最後に，学会
設立 50周年を迎えようとする学問分野と組織にとって，
「保健物理」の学問的基盤・方向を確固たるものにする
ことが必要であり，そこに立脚することによって，集う
者が確かな歩を初めて進められるのではないか，とまと
められた。
横山須美氏（藤田保健衛生大学）は，講演「医療関係
者からみた保健物理」の中で，①「保健物理」という用
語は，理工学系の専門家にとっては大変馴染みの深い用
語であるが，医療関係者の考え方は同様ではないこと，
②医療関連と原子力関連の研究者との接点が少なく，お
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互いがよく見えていないこと，③医療施設と原子力施設
では取り扱う放射線のエネルギーや線量，測定器の充実
度が異なるため，研究環境の違いが議論の妨げになるこ
と，④モンテカルロシミュレーションによる線量評価の
高精度化など，原子力分野で発展した技術の応用が医療
分野においても期待できること，⑤医療関係者は，一般
公衆に対して身近な存在であり，放射線について正しい
知識を提供する放射線リスクコミュニケータとして活躍
してもらいたいこと，を述べられた。
鈴木良男氏（（株）東京電力）は，講演「電力の現場

からみた保健物理」の中で，①現在の放射線防護に関す
る規制は，平成 13年度より施行されたものであり，基
本的には ICRP1990年勧告（以下，90年勧告）に基づい
ているが，女性の線量限度，特別な健康診断，緊急時の
線量限度など一部で，90年勧告より厳しい基準となっ
ていること，②必要以上の厳しい基準は，非合理的な管
理や作業者への過剰な負担を強いることになること，③
90年勧告どおりとならなかった項目については，現在，
放射線審議会において，ICRP2007年新勧告（以下，新
勧告）の国内法令取り入れの際に検討すべき項目として
挙げられていること，④新勧告は，90年勧告の放射線
防護体系から抜本的な変更の必要性はないとされたもの
の，線量拘束値による最適化を強調するなど，懸念され
る内容も含まれていること，⑤最適化の手段は，事業者
の判断で必要に応じて任意で使用すべきであり，一律に
決めるべきものではないこと，について述べられた。最
後に，これからの保健物理に望むこととして，①必要以
上に厳しくならない合理的な考え方，②グローバルスタ
ンダード，③運転経験を活かせる柔軟な放射線防護体系，
④現場の放射線管理に密着した合理的運用の標準化，⑤
放射線管理分野における学会による先導的な基準策定，
を強調された。
安岡由美氏（神戸薬科大学）は，講演「大学の現場か

らみた保健物理」の中で，①神戸薬科大学は，薬学部の
みの単科大学の放射線施設であり，トレーサ実験が主流
であるため，実質的な放射性同位元素による危険性は低
いこと，②他大学の放射線管理部門では，小中高校生向
けやその教員向けの実習など，地域への貢献を積極的に
行っていること，③神戸薬科大学では，放射性物質に関
する特殊災害事案が発生した場合の協力体制について，
2008年 8月に神戸市消防局と覚書を交わしたこと，④
放射線災害対応訓練が 2009年 8月，神戸市消防局との
覚書に基づいて実施されたこと，がそれぞれ写真を交え
ながら丁寧に紹介された。

執筆者は，講演「若手からみた保健物理」の中で，日
本保健物理学会の 35歳以下の会員で構成される「若手
研究会（以下，若手研）」を紹介した上で，①若手研の
活動は，従前からの若手研主催のセミナーや勉強会の企
画運営のみならず，近年では日本保健物理学会理事会や
各委員会への参画など，時代の変遷に伴う学会活動の多
様化に対応すべく，過渡期を迎えていること，②技術者
にとっては，法令順守時代とも言える昨今，マニュアル
化された手順に従う作業が多く，新しい線源の出現や社
会的要望の変化に対して実務現場自身で対処・解決する
ことが困難な状況にあること，③研究者にとっては，研
究資金獲得が優先される研究課題選択の時代では，業務
評価や研究活動維持のための研究が多く，本来の保健物
理学が目指す実務現場への成果の還元ではなく，研究の
ための保健物理という傾向があること，を述べさせて
いただいた。また，第 43回日本保健物理学会研究発表
会における若手セッション「放射線防護の将来を考え
る」の内容1)や，経済協力開発機構原子力機関（OECD/

NEA）主催の「放射線防護体系の進展に係る第 5回アジ
ア会合」（2009年 9月千葉開催）における「放射線防護
に携わる若手人材の確保と育成」と題した若手セッショ
ンの内容2)を紹介させていただいた。最後に，若手も今
の時期から積極的に学会活動等を通じて関与し，将来の
「保健物理」を支えていきたいとした上で，保健物理が
持続可能な発展を続けるために，若手から見て必要なこ
ととして，①個々が，保健物理の実学としての重要性を
再認識し，技術や知識のレベルを高めること，②大学，
研究機関が一体となって魅力ある学問作りを体系的に進
めること，③円滑に進めるには関連する政府機関からの
支援が必要不可欠であること，を述べさせていただいた。

6.　特別講演 2「原子力安全委員会の活動について̶
放射線関連̶」

原子力安全委員会委員の久住静代氏より，「原子力安
全委員会の活動について̶放射線関連̶」と題した特別
講演が，下道國氏（元藤田保健衛生大学）を座長として
行われた。
同氏は，①我が国の原子力行政体制と原子力安全委員
会の活動，②第 2期「原子力の重点安全研究計画」の
策定，③放射線防護の基本的考え方及び，指針におけ
る放射線防護にかかる記載についての検討，④ JCO臨
界事故 10年を迎えて，国際関係対応，についてそれぞ
れ紹介した中で，以下の 5点の質問をセミナー参加者
に投げかけられた。①低線量研究の必要性，意義は ?②
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MELODI（Multidisciplinary European Low Dose Initiative）
との共同研究は ?③日本的なリスク論が必要では ?④人
材育成，産官学連携について，建設的ご意見を !⑤次回
第 3回 S&V（Science and Values in Radiological Protection,

The work shop of the CRPPH on radiological protection and

public health）のテーマは ?

7.　テーマ 4「医療被ばくに注目して」

本セッションは，日本保健物理学会の企画行事であり，
太田勝正氏（名古屋大学）を座長として行われた。
小山修司氏（名古屋大学）は，講演「医療被ばくの現
状」の中で，①一般撮影・IVR（血管内治療）による被
ばくについて，通常の撮影や検査では，被ばく線量はさ
ほど大きくなく問題にはならないが，長時間にわたる
IVRでは，紅斑，脱毛，場合によっては潰瘍などの発生
が報告され，臨床現場において注意喚起が行われている
こと，②近年では，インフォームドコンセントの観点か
ら，患者さんからの質問にも明確に回答する必要が生じ
てきており，人体等価ファントム中に線量計を埋め込ん
だ系での評価・検討が行われていること，③名古屋大学
でも，市販の人体等価ファントムの臓器・組織位置に，
フォトダイオードを 2個背中合わせに接着し，X線感度
の方向依存性を少なくした配置として，ほぼリアルタイ
ムで組織・臓器線量，実効線量を取得できるようにした
こと，④ X線 CTと胸部単純撮影の線量測定値を比較し
た結果，装置や施設の条件設定の違いによって，±50%

程度の幅が生じるが，いずれにしても確定的影響が生じ
るような値ではないこと，等が報告された。
吉永信治氏（放射線医学総合研究所）は，講演「医療
被ばくのリスク」の中で，①様々な医療被ばく集団に対
する疫学研究により，放射線リスクの科学的エビデンス
の基盤が提供されていること，②疫学研究では低線量放
射線のリスクの検出が困難であること，③リスク推計値
は，実際に観察された数値ではないこと，④リスク推計
で用いられたデータ，モデル，仮定には注意が必要であ
ること，⑤低線量域では疫学研究，リスク推計ともに，
結果の不確かさが大きいこと，を述べられた。また同氏
は，証明はされていないが起きたことに備えるという予
防原則に基づいて，不必要な被ばくは避けることが大切
であることと，同時に，医療被ばくのベネフィットにつ
いても考える必要があること，を強調された。
伴信彦氏（大分看護科学大学）は，講演「医療被ばく
の正当化と最適化」の中で，①これまで医療被ばくが半
ば“聖域”とされてきた背景には，医師をはじめとする

医療関係者が，線量とリスクを認識し低減に努めてい
る，という前提があったこと，②現実には，医療関係者
は線量・リスクをほとんど理解しておらず，不要な検査
が少なからず行われていること，③欧米では現実を直
視し，医療分野の正当化・最適化に実効性を持たせるた
めの試みが始まっていること，④三つの A，すなわち，
Awareness（医療関係者と患者の双方が放射線のリスク
を正しく認識し，患者の自発的同意の下で当該医療行為
を実施すること），Appropriateness（検査の適切性を保
証すること），Audit（正当化が適切に行われているかど
うかを診療評価によって点検・評価すること）のアプロー
チは，すでに ECが先行して取り入れその有効性を検証
しており，現在改訂作業が行われている BSS（国際基本
安全基準）にも，具体的な記述として盛り込まれること
が予想されること，を述べられた上で，我が国は世界一
の医療被ばく大国としてこの問題にどう取り組むのか，
医療システムのあり方も含めて真剣に検討すべき時期に
来ているように思う，とまとめられた。

8.　最 後 に

今年の保物セミナーでは，様々な最新の情報提供がな
され，大変有意義な会となった。また，ボイリング・ディ
スカッションでは，オフレコで自由な意見を述べる場が
提供され，参加者同士の懇談を深める良い時間となった。
以下，今年のテーマとして選ばれた電磁界の健康影響，

医療被ばく，そして保健物理の将来について，所感を簡
単に述べ，印象記の結びとさせていただきたい。
電磁界の健康影響について，本セミナーでも取り上
げられていたが，国内外で行われた疫学研究の中には，
0.4 T以上で小児白血病のリスクが約 2倍高まるという
結果を示している研究もあるが，重要なことは，動物実
験や細胞実験では，電磁界の発がん性はほとんどが否定
的であり，科学的に証明されているものではない，とい
うことである。事実，文部科学省も関連する国内研究に
ついては，「症例数が少なく，他の交絡因子の影響の排
除が適切であるか不明であること等から優れた研究であ
るとは言えない」と評価しているのが現状である。低線
量放射線に対する健康影響についても同様のことが言え
るが，この種の疫学調査結果が示すことを科学的に正し
く理解するには，仮定やモデルの妥当性に十分注意する
必要があり，吉永先生もご指摘されていたように，社会
的合理性と調和を取る必要があるように強く感じた。
医療被ばくについては，従前は医師や技師の裁量に任
されていた領域であったが，近年では，欧米を中心に，
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その防護体系がドラスティックに変化しつつあることを
実感した。このような変革の背景には，欧米を中心に勧
められている医療制度改革という問題があることを，伴
先生のご講演を通じて初めて伺った次第である。今後も
色々な方面に情報収集のアンテナを張り，世界的な動向
により注視していきたい。
最後に，保健物理の将来について，「若手からみた保

健物理」というお題で発表する機会を与えて下さった，
保物セミナー 2009実行委員長の辻本忠先生，日本保健
物理学会会長の金子正人先生，同副会長の杉浦紳之先生
をはじめ，実行委員会委員の皆様に，この場をお借りし
て，心より感謝の意を示させていただきたい。
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